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は じ め に
ペル ーの農地改憲としては， ベラウンヂ（Fer­
nando Bela(mde Terry）政権下の1964年農地改革法














革法が施行された 1964 年 5 月から 68年9月まで
の期聞に収用された土地の総面積は30万ヘクタ ー








れた。 1968年10月のク ー デタ ーによる軍部の政権
奪取はこうした背景のもとで行なわれたものであ
る。 ベ ラスコ軍事政権下に実施さ れ た 農 地 改 革
は， ペル ー 農村の社会経済構造に根本的な変革を
もたらすものであったが， 軍事政権による「上か

























コン ベンシオン河谷地帯（Valle de la Convenci6n),
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(l: 3〕 Carroll,T. F.，“Land Reform in Peru ，” 
in Land Reform in Bolivia, Ecuador, Peru, AID 

































































































































































































































































































































（注5〕 Wagley, C.，“The Concept of Social 
Race in the Americas," in The Latin American 
Tradition, New York, Columbia University Press, 
1968, pp. 155-174. 本稿でいう「社会的人穏」はり
グレイの socialraceに相当する。
〈注6) Whyte, W. F. and G. Alberti, Power, 
Politics and Progress; Social Change in Rural 




（注8〕 Whyteand Alberti, op. cit., p. 33. 
（注 9）石井 前掲論文 120ベージ第4-3表参
8 
照。
（注10〕 MacLeany Esten6s, R., Sociologia del 
Peru, M臼 ico,Universidad Nacional Aut6noma de 
恥1exico,1959, pp. 254-262. 
（注11) Matos Mar, Jose，“Comunidades indige-
nas del area andina，” in Hacienda, comunidad y 
campesinado en el Peru, compiled by the author, 
Lima, Instituto de Estudios Peruanos, 2a. ed., 1976, 
p. 182. 
（注12) Ibid., p. 185. 
（注13) Ibid., p. 180，注 2。
(ll:14) Ibid, 








(I主19) Fauvre, H.，“Evoluci6n y situaci6n de 
la hacenda tradicional de la regi6n de Huancave-




（注21) Cotler, J.，“Traditional Haciendas and 
Communities in a Context of Political Mobilization 
in Peru，” Agrarian Problems and Peasant Move・
ments in Latin America, ed. R. Stavenhagen, Gar-












































































































































































































































































































































































































































































































































4c 1;J 7 ノ地むの農民組合
（出所） Neira, H., Los Andes: tie1γ d  o muer・te,


















































（注 1) セノレパの A部であるが，アンデス山系の東
斜面で比較的高度の高い部分の名称。
( ti:2) White & Alberti, op. cit., p. 42. 
（注 3〕 Ibid.
Crt 4〕 Ibid.
（注 5〕 Craig,W.，“Peru : The Peasant Move-
ment of La Convencion，” in Latin American Pea-
sant ]Movements, ed. H. A. Landsberger, Ithaca, 
Cornell University Press, 1969, p. 287. 
(I上6〕 Whyte& Alberti, op. cit., p. 53. 








Handelman, H., Struggle in the Andes: Peasant 
Political Mobilization in Peru, Austin, University 












Comit品 Interamericano de Desarrollo Agricola 
(CIDA), Tenencia de la tierra y desarrollo socioeco-
n6mico del sector agrlcola: Peru, Wasington, 
Uni6n Panamericana, 1966, pp. 23-26. 
( iUO) Handelman, op. cit., pp. 86, 88. 
（計一11) Ibid., pp. 9:{-96. 
（出12) Alberti, G.，“Ruptura de la estructura 
de poder urbano provincial y surgimient de movi-
mientos campesinos，＇’ in Hacienda, comunidad y 
campesinado en el Peru, compil. J. Matos Mar, 
Lima, Instituto de Estudios Peruanos, 2a. ed., 1976, 
17 
pp. 354-363. 
（注13) Handelman, op. cit., pp. 97-99. 
（注14) Ibid., p. 99. 
（注15) Neira, H., Los Andes: tierra o muerte, 





をうかがわせる。 Ibid.,p. 96. 
（注17〕 Handelm四， op.cit., p. 101. 
（注18) Neira, op. cit., pp. 199-206. 
〈注19) Handelman, op. cit., pp. 108-109. 
（注20) Ibid., pp. 107-109. 


















































































































































































































( {t 1 ) Comi te Interamericano de Desarrollo 
Agricola, of＞. 「it.,p. 397. 
（注2) Handelman, op. cit., p. 1,l. 
（注 3〕 Neira,of入 cit.,pp. 17-18. 
U!:4〕 Handelman,op. cit., p. 122. 




（注 6) Handelman. op. cit., pp. 169-170. 
（注 7) Ibid., p. 172. 
おわりに
ベラウンデ政権下の農地改革は事実上骨抜きに
近い状態となり，シエラ南部のインディオ農民に
よって担われた農民運動は弾圧のうき目をみた。
同政権下で農村社会不安は鎮まるどころかいっそ
う深化する傾向にあった。ベラウン戸政権を倒し
たべラスコ軍事政権が，ただちに本格的な藻地改
革に着手したのは当然といえる。
この農地改革では大土地所有（シヱラのアシヱン
ダおよびコスタのプランテーションを含む〕の解体と
ベルーの農民運動と農地改革
ならんで，インディオ（注1〕農民の国民国家・社会へ
の統合が重要な柱となっている。その中心はコム
ニダーの再構成（re-estructuraci6n）である。それは
農村の基本的な社会組織としてコムニダーは維持
したまま，その内部の構造改革を行ない，経営・
生産の単位としてこれを再編成し，近代国家へ組
み入れようとするものである。インデ、ィオ農民の
国家に対する反乱という歴史的禍根を絶つための
政権側の努力の表れといえよう。
コムニダー・カンベシーナ位2）の統合の問題に
関しては稿を改めて論ずる予定である。
(It 1) 1969年以後は「インディオという呼称は公
式には避けられ， 代わってカンベシーノ（campesino,
段民）という l呼称が使われている。
(Iヒ2) 1969年の農地改革法（115条〕で，コムニダ
ー・インデイへすはコムニダー・カンベシーナ（comu-
nidad campesina，農民共肉体）と改称された。
〔付記］ 本稿は，アジア経済研究所昭和53年度国際
合同研究フ。ロジェクト「世界の中のアジアJの第7分
科会「東南アジア渓村社会構造の変動」（主査滝川勉）
における成果の一部である。
（ア νア経済研究所調査研究部主任調査研究員〕
2J 
